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従 う力学を,その分化 ･発生から成長 ･進化を通 じ消滅 ･散逸していく動力学的機構として択えられる
状況が明確になりつつあると云えよう｡しかもこのような統一的理解を可能としているのは,原子核が
有限な系であるという事が重要であるように思われる｡




























Thermalstate fJP>(P-1/kT,Tは系の温度 )はthermalvacuum lo)㊨ lo)に演算子を
作用させることにより構成することができる:
lβ>- exp[iB(♂)]lo)㊥ 一o)
羊こでB(卵 ther-aldoublet 0(x)-(Q:fx,')を用いて次式 によ ｡表わされる
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<Jp(Ⅹ)>-2Im[芸 ± 塑 I_: d.l･･I_m d.nn=o I一!
<pITtLu′(tl)･･･d ′(tn)JL(x,t~)T[Pa,-T]))P>C] (3･7)
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HaP'p'-一志 Jd4qu2(qI÷ )u2(q一子 )AaP(q･÷)A仲(q-÷)
(4.4C)










ここで kはある定数である｡(4.5)の近似のもとで (4.4a)-(4.4b)を解 くためにSelfenergyをPa-
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α｡(p)ニ ー｣ -L u2(p) J d3q
2 (27F)3
u2(q)αk(q)





この方程式の解は Jk(p)- iu2(p)sk(k-0･1･2,3)の形になることが直ちに分かるo skは定数で次
の式 を満す｡














po-alp+ 03(p)+ iγu2(p) po-wp+ 03(p)- iru2(p)
ここでW+_は次式で与えられる定行列である｡
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W土(p)～ (Ccp,'dpC,pdP,2 )IW-(p,芳一 (霊 p:fp),
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